バドミントン実施要項

１．日時　　　９月６日（土）
２．会場　　　鹿児島県総合体育センター体育館
３．チーム編成
監督１名。男女共各４名以内で編成する。なお、各市町村団より２チームまで参加することを認める。
４．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した者。
（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）参加資格に、オーバーエイジ枠（以降ＯＡと表記）を設ける（昭和５４年４月１日より前に出生した者の参加を一部認める）。参加人数は下記のとおりとする。
（５）学生及びＯＡの参加は登録選手のうち男女各１名とする。ただし、この人数は学生及びＯＡを合わせた人数となっていることを注意すること。また、全日本学生バドミントン連盟に加盟するものは参加できない。
（６）平成２１年１０月１日～２６年９月３０日において、国内外で職業競技者（演技者・技術者）としての活動実績を有する者は本大会に参加できない。
（７）過去５年以内に、次にかかげる大会(リーグ)に出場した選手の出場は認めない。
（ア）国際競技会
（イ）全日本総合選手権大会
（ウ）日本リーグ
（エ）全日本社会人選手権大会
（オ）国民体育大会バドミントン競技
（７）無資格の選手を発見したときは、当該チーム全体を失格とする。
５．競技方法
（１）公益財団法人日本バドミントン協会現行競技規則、大会運営規程および公認審判員規程によって行う。
（２）団体対抗戦で１対抗は、女子複、男子複、混合複の順序で行う。
（３）シャトルは平成２５年度検定合格水鳥シャトルを使用する。
（４）服装については、白を原則とし、色物を着用する場合は、（公財）日本バドミントン協会の審査合格品とすること。ユニフォームの背には、市町村名をつけなければならない。その場合、濃い（黒または濃色）単色の漢字で書き、大きさは、横３０㎝、縦１５㎝以内とする。
＜財団法人日本バドミントン協会大会運営規程第２２条＞
プレーヤーは、相手または観客に不快な感じを与えないように、競技中、運動用ウェア、シューズを着用する。着衣などの色またはその組合せはどのようなものでもよいが、色付き着衣を使用する場合は競技の品位を保つために本会の審査合格品とする。
（注）審査合格品かどうかについては、購入時もしくは販売店で確認するとよい。
（５）ベンチ入りが認められるのは、競技者及び監督のみとする。
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